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small PFN は骨頭内に２本の screw を刺入する
ことにより優れた安定性が得られる反面，術後











術後の cut out もなく良い方法…を報告．







も言うべきMulti－Fix 法（Best Multi Fixation








































































関節内骨折に Extended lateral approach にて
plate を用いて固定，９６％が good 以上の成績．
手術手技の熟達と calcaneal plate の使用により
成績が向上（岡山済生会総合病院・長野）．


















た severe tongue 型であった．これらの症例には
内反をかけても靱帯の緊張が関節骨片に伝わら
ないので，本法にこだわらずWesthues 法を試
み，不能であれば観血的整復を行うべきである．
これらは稀で，通常３日以内であれば殆どの症
例で徒手整が可能であり，成績もよく，本法は
first choice と考える（大本整形外科・大本）．
一通り発表の終わったところで，座長の弓削
先生が『欧米ではもはやWesthues 法のような
ものは学会で耳にすることはない．日本だけだ
ろう』と一喝．これには演者が一瞬しゅんとなっ
たが，フロアの福岡整形の徳永先生から『弓削
先生の言葉に恐れずどんどん発言しなさい』と
の助け舟が出て討論が動き出した．
若干の検討事項は残ったが，骨折型，骨片の
転位などを予め良く見極め，治療法は低侵襲の
方法から徐々に，広い展開で解剖学的整復の獲
得，プレート固定，骨移植（人工骨補填）の併
用と言うことで決着とみました．
当学会に常連の Ender 教授がランチョンセミ
ナーで講演されたり，森久会長の中学時代の後
輩でもある韓国のK.H.Yang 教授が特別講演や
ランチョンセミナーで（会長の命令で？）流暢
な日本語で講演していた．これらの内容につい
ては誌面の都合で割愛します．
１５年の骨折治療学会は，神戸で近畿大学の浜
西千秋教授が，独特のコンセプトで開催すると
張り切っておられ，本研究会誌（１９巻）にも
「ユニークなお招き状」を寄稿して頂いており
ます．通常とはかなり異なった学会が開催され
そうですので，本会の会員の先生も期待して参
加されるようお勧めします．
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